
※本図は、平成24年度末時点での計画内容を元に将来のイメージを表したもの

であり、今後、計画内容が変更になる場合があります。

荒浜小学校

仙台港北IC

かさ上げ道路
約１０ｋｍにわたり約６ｍの
高さにかさ上げ予定の道路。
Ｈ３０年度の完成を目指す

東六郷小学校

仙台若林Jct

仙台東部道路

名取市

名取川河川堤防
Ｈ２７年度までに完
成予定（T.P.+7.2ｍ）

七北田川河川堤防
Ｈ２７年度までに完
成予定（T.P.+7.2ｍ）

海岸堤防
Ｈ２７年度までに完
成予定（T.P.+7.2ｍ）

※T.P. ： 全国の標高の基準となっている東京湾の平均海面高さ

津波避難施設
東部地域に約１０ヶ所
整備予定

仙台港IC

利府町

多賀城市

水族館
Ｈ２７年開業予定

復興イメージ図（将来の東部地域）

復興イメージ図（部分）

海岸公園及びかさ上げ道路周辺

かさ上げ道路(県道塩釜亘理線）

地下鉄東西線（仮称）荒井駅周辺

復興公営住宅

蒲生北部地区

農地と六次産業化

イメージのため、計画に忠実ではない部分や誇
張した表現の部分があります。

仙台東IC
地下鉄東西線
Ｈ２７年度開業予定

海岸公園
Ｈ２９年度までに復旧
予定
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圃場整備
約2,160ha。Ｈ２８年
度までに完了予定

蒲生北部地区
土地区画整理

都市基盤の再整備。
H３３年度完了予定

海岸防災林
Ｈ３２年度までに復旧
予定

貞山運河
Ｈ２９年度までに復旧
予定



東部地域の将来像

東部地域

■位置づけ

〇仙台市震災復興計画（平成23年11月 仙台市）【抜粋】

基本理念：「新次元の防災・環境都市」
「100万人の復興プロジェクト」
・ 「津波から命を守る」津波防災・住まい再建プロジェクト
・ 「力強く農業を再生する」農と食のフロンティアプロジェクト
・ 「美しい海辺を復元する」海辺の交流再生プロジェクト

○復興の方向性
・ 津波被害の危険性が高い地域については、安全な西側地域

への移転促進による安全性の確保
・ 営農再開に向けた取り組みを加速するとともに、農業経営基盤

を再生・強化、農業の高付加価値化や高度化の促進
・ 海浜の景観や環境に配慮した海岸林や井土浦等の自然

環境の再生

■将来像

これらの事業を効率的かつ総合的に進め、安全で魅力的な住ま
いを確保しながら、農業の活力とともに海や自然と再びふれ合うこ
とのできる機会を創造する、緑豊かな地域を目指します。

復興イメージ図
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東部地域の将来像

■海辺の交流再生ゾーン
◆将来像

訪れる市民の安全を確保しながら、海浜の景観や環境に配慮した海岸防災林や、井土浦な

どの貴重な自然環境の再生、歴史的資産としての貞山運河の復元、市民の健康づくりや交流に
寄与するスポーツ・レクリエーション 施設整備などに取り組み、多くの市民が海や自然と再びふ
れ合うことができるゾーンを目指します。

◆取組み内容
・海岸防災林の再生
・避難の丘の整備
・貴重な自然環境の再生
・多様なレクリエーションやスポーツ活動による賑わいの再生（海岸公園の再整備）
・貞山運河の復元
・メモリアル施設の整備

■農と食のフロンティアゾーン
◆将来像

居久根等の生活文化と深い関わりのある緑が豊かで、用排水路の復旧や農地集約化等によ

り農業経営基盤を再生・強化、農業の高付加価値化や高度化の促進などにより、農業の担い手
が将来に夢を持って安全・安心な「新しい食」のあり方を提案できるゾーンを目指します。

◆取組み内容
・県道塩釜亘理線等の道路かさ上げ
・避難路や避難施設の整備
・農地の復旧と再生
・農業者の経営基盤強化の支援
・サービス産業としての農業への参入支援
・農業による６次産業化の促進
・居久根の再生

■新たな市街地ゾーン
◆将来像

防災集団移転による新たな居住の場となる新市街地において、土地区画整理事業等の推進

とともに、再生可能エネルギー等によるエネルギー構成の最適化と、市民参加による緑化活動
等に取り組み、安全で魅力的な住まいを確保するゾーンを目指します。

◆取組み内容
・土地区画整理事業の実施
・エコモデルタウン事業の推進
・緑による居住環境の向上、コミュニティの構築
・特色ある公園の整備
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